
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ザンギリ頭をたたいてみれば文明開化の音がする」。有名なこのフレーズが流行したのは明治初頭。西洋文

化を積極的に取り入れた明治政府は、文明開化の一環として明治４年８月９日に「散髪脱刀令」を発布しま

した。これで武家社会の象徴だった「マゲ」から「ザンギリ頭」へ。時代の節目には色々な事がありますね。 

何事も自信過剰になら

ず、謙虚な姿勢で周囲

の理解や協力を得るよ

う努めると予想以上の

成果につながります。 

今後は遠方での仕事が

とても有利に働く運勢

です。今のうちに良い

人脈を築き上げること

に力を注ぎましょう！ 

体力や気力がパワーダ

ウンしそうな暗示。問

題を抱えたらひとつず

つ丁寧に対処すること

が回復への近道です。 

地道な努力と堅実な仕

事ぶりで周囲の期待に

応えられる運勢。補佐

役に徹するとさらに吉

運アップとなります！ 

【暮らしに深くかかわっている関税のお話】 

 

２０１９年２月１日に発効されたＥＰＡ（日欧経済連携協定）によ

り関税の削減や撤廃がありました。これに伴い欧州連合（ＥＵ）か 

らの豚肉やワイン、チーズなどの輸入が 

前年同月に比べて大幅に伸びました。関 

税は歴史的には古代都市国家における 

手数料に始まり、幾多の変遷を経て今日 

では「輸入品に課される税」として定義 

されています。かつては他の税金と同様

に国家の財源として重要な位置を占めていましたが、経済活動のグ

ローバル化によって国家の財政規模が巨大になると財源調達とし

ての意義は小さくなり、現在では「国内産業の保護」という機能の

ほうが重要となっています。それは、関税が課せられるとその分だ

けコストが増加し、国産品に対して競争力が低下するからです。 

例えば、それまでフルボトルサイズの一般的なワインでは最大約

94 円、スパークリングワインでは一律約 137 円の関税が課されて

いましたが今回、これが撤廃されました。チーズも 29.8％の関税

率がＥＰＡ発効直後には 27.9％となり、さらに段階的に下げてい

きます。こうしたことにより価格の低下が見込まれ、消費者の利益

になりそうですが、一方で輸入の拡大で競争が激しくなる国内生産

者からは不安の声が出ています。私たちには縁遠いものに思える関

税ですが、日々の暮らしに深くかかわっているようですね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田徹税理士行政書士事務所 

〒983-0852 宮城県仙台市宮城野区 

榴岡 4 丁目 1-8 パルシティ仙台 609 号室 

電話：022-707-8774 FAX：022-707-6182 

http://www.yoshitax.com 
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「アンチゴージャス、アンチチープ」をコンセプトに、内装は天然素材を使って新たに

開発したバスタブやソファベッドなどを配置し、簡素でありながら良質な無印良品らし

さを随所に表現しています。客室内に整然と収納した備品やアメニティは階下の店舗で

入手可能です。感じ良い暮らしを提案し、売り上げにも貢献する無印良品の集大成です。 

世界で３軒目となる日本初の「MUJI HOTEL」が「無印良品 銀座」

の６～10 階で「MUJI HOTEL GINZA」としてオープンしています。 

今月の商売のヒント：【笑顔で施す】 

 

その会社にいつもやってくる宅配便の青年は、女性社員たちのアイドル的存在だといいます。青年が「こん

にちは！○○急便です」と会社のドアを開けるとオフィスにいる女性社員たちが寄ってきて、あれこれ青年 

に話しかけるのだそうです。 

そして夏なら冷たい飲み物を、冬なら温かい飲み物をすすめ、お茶の時間用にと 

用意してあるお菓子を持たせてあげるのだとか。この様子を見ていた男性営業マ 

ンが「別にカッコイイわけでもないのに、なんで彼ばっかりモテるのかねぇ」と 

すねてみせると、１人の女性社員はこう言ったそうです。「あんなにニコニコされ 

たら、もっと喜ぶ顔が見たいって思うじゃない」。 

お釈迦（しゃか）様の教えのひとつに「布施行」があります。施しをして、執着を捨て、こだわりを減らし

ましょうということだそうです。お布施と聞くと、お金や財物を施す「財施」を思い浮かべる人が多いよう

に思いますが、だとしたらお金や財産がない人はお布施ができないのでしょうか。もちろんそうではなく、

誰でも、いつでも、その場で、簡単にできるお布施があります。お釈迦様はそれ 

を「和顔施（わがんせ）」、または「顔施（がんせ）」と言っています。和顔施は 

仏教用語の「無財の七施（むざいのしちせ）」のひとつで、人に対して笑顔で優 

しく接することです。いつもニコニコしていれば、それだけで施しになるようで 

す。宅配便の青年が多くの人から愛されているのは、自然と和顔施をしていたか 

らなのでしょう。商売をうまく軌道に乗せたいならば、今すぐニコニコしてみま 

しょう。和やかな笑顔で人に接していれば、きっと周りの人を幸せにできます。うれしいことや楽しいこと

があったら素直に顔や態度に出して、できれば相手の幸せも笑顔で一緒に喜びたいものです。悲しいことや

辛いことが起きても、とりあえず鏡の前でニコニコの練習をしてみる。お客さまのために、従業員のために、

会社のために、あなたが今すぐできることが和顔施なのです。 

【サイレント・ブレス】 
--------------------------- 
現役医師である南杏子氏の終
末期医療の在り方を問う医療
ミステリーです。大学病院から
左遷された主人公が終末期医
療の大切さに気付き、脳梗塞の
父の最期にある決断を下しま
す。どのような生き方を望むの
かを考えさせられる一冊です。 


